
第 1回 国立国語研究所
＂゚ O ⑬魯⑮唸⑰命 0 0 R魯R 0 唸⑱参魯R ⑳魯② R O ⑱念⑱昏魯＠ R参多魯⑮魯像.. " "傷急愈.. "'勢

表 国立国語研究所の語彙調査

調査対象（調査対象の年代） 語数＊

①新聞 1か月（昭和 24年6月） 24万

②婦人雑誌（昭和 25年） 15万

③総合雑訪（昭和 28~29年） 23万

！④郵便報知（明治 10年 11月） 10万

I⑤雑誌90種（昭和 31年） 53万

l⑥新聞 3紙（昭和41年） 300万

I⑦高校教科書（昭和49年） 59万

書（昭和 55年） 25万年`学校霰頁
I⑤テレビ放送（平成元年4~6月） →[ 旦万］
I I⑩雑誌70誌（平成6年） 1 105万I
＊ 「語数」は，延べ語数。

図 上位 100語の語種の比較

割合（％）
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グ
ル
ー
プ
長
山
崎
誠
）

和語 漢語 外来語混種語人名・地名

国
立
国
語
研
究
所
は
、
昭
和
二
三
年
の
創
立
以

来
、
一
貫
し
て
現
代
語
の
書
き
言
葉
・
話
し
言
葉
の

両
面
に
わ
た
り
、
科
学
的
な
調
査
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
書
き
言
葉
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
の
大
き

な
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
語
彙
調
査
で

す
。
語
彙
調
査
と
は
、
統
計
学
の
方
法
論
に
基
づ
い

て
調
査
対
象
か
ら
標
本
を
抽
出
し
、
そ
こ
に
現
れ
た

語
彙
を
数
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調

査
で
す
。
欧
米
で
一
九
世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
教
育
基

本
語
彙
の
選
定
や
述
記
法
改
善
の
た
め
の
基
礎
調
査

な
ど
の
実
用
的
な
目
的
で
行
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
と

語
彙
調
査
の
結
果
か
ら

コ
ー
パ
ス
と
語
彙
調
査

語
彙
調
査
と
は

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
立
国
語
研
究
所
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
語

彙
調
査
を
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。
調
査
対
象
は
、
新

聞
、
雑
誌
、
教
科
書
、
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
、
い
ず
れ

も
生
活
に
密
着
し
た
媒
体
で
す
。
こ
れ
は
、
国
民
の

言
語
生
活
の
向
上
を
目
的
と
す
る
国
立
国
語
研
究
所

の
基
本
方
針
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

語
彙
調
査
の
結
果
は
、
使
用
頻
度
に
基
づ
い
て
整

理
さ
れ
た
「
語
彙
表
」
と
い
う
形
で
表
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
ど

の
く
ら
い
の
頻
度
で
使
用
さ
れ
た
か
が
分
か
る
一
覧

表
で
す
。
集
計
の
範
囲
や
組
み
合
わ
せ
る
属
性
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
語
彙
表
を
作
り
、
分
析
す
る

こ
と
か
で
き
ま
す
。
例
え
ば
，
図
は
、
⑩
の
調
査
に

お
い
て
、
雑
誌
の
本
文
で
よ
く
使
わ
れ
た
語
と
広
告

で
よ
く
使
わ
れ
た
語
の
そ
れ
ぞ
れ
上
位
一

0
0
語
の

語
種
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
語
種
と
は
、
和
語
。

漢
語
・
外
来
語
等
の
区
別
を
言
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
便
宜
上
人
名
・
地
名
を
含
め
ま
し
た
。
漢
語
の
比

率
が
同
程
度
な
の
に
対
し
、
和
語
と
外
来
語
の
比
率

が
ほ
ぼ
逆
転
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
な

お
、
⑩
の
調
査
結
果
は
国
立
国
語
研
究
所
の
ホ
ー
ム

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

目
下
、
国
立
国
語
研
究
所
で
は
、
「
現
代
日
本
語

書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
」
の
構
築
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
コ
ー
パ
ス
の
中
に
は
、
語
彙
調
査
に
適
し

た
設
計
の
サ
ブ
コ
ー
パ
ス
と
し
て
、
書
籍
、
雑
誌
、

新
聞
か
ら
一

0
0
0
万
語
分
の
デ
ー
タ
が
格
納
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

語
彙
調
査
の
方
法
論
は
、
表
の
⑤
の
調
査
で
確
立

し
た
古
い
技
術
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今

後
大
規
模
な
デ
ー
タ
を
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
従
来

の
手
作
業
主
体
の
調
査
か
ら
処
理
の
自
動
化
へ
と
転

換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー
パ
ス
の
登
場
で
、

語
彙
調
査
は
新
た
な
方
法
論
の
開
発
の
時
代
に
入
っ

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ペ
ー
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図2 東京都の中学生，男子

闊長校任日一才性輩同先性級異同
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東京都在住者の敬語意識

図3 東京都の中学生，女子
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新

年

度

の

活

動

が

本

格

化

す

る

五

月

C

若

い

新

入

社

員

の

中

に

は

敬

語

の

使

い

方

で

悩

ん

で

い

る

方

が

い

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

敬

語

が

気

に

な

る

の

は

新

入

杜

員

だ

け

で

は

な

く

ベ

テ

ラ

ン

の

方

も

、

若

い

人

の

敬

語

を

聞

い

て

気

に

な

っ

て

い

る

か

も

し

れ

ま

せ

職

場

で

敬

語

が

よ

く

使

わ

れ

る

の

は

、

杜

外

の

入

に

接

す

る

と

き

と

、

社

内

の

目

上

の

人

に

接

す

る

と

き

で

し

ょ

う

c
ベ

テ

ラ

ン

の

人

で

若

い

入

の

敬

語

が

気

に

な

る

の

は

、

杜

内

で

の

敬

語

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

自

分

が

若

い

こ

ろ

は

目

上

の

入

に

は

し

つ

か

り

と

尊

敬

語

を

使

い

「

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

す

か

？

．

」

と

言

っ

て

い

た

の

に

、

今

の

若

い

人

は

一

来

ま

す

か

？

」

く

ら

い

で

あ

っ

て

、

何

だ

か

自

分

が

軽

く

あ

し

ら

わ

れ

て

い

る

よ

う

だ

と

お

感

じ

の

方

も

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

こ

れ

に

関

連

す

る

調

査

デ

ー

タ

が

あ

り

ま

す

。

国

丑

国

語

研

究

所

が

一

九

几

七

年

に

東

京

都

在

住

者

約

1
0
0
0
に

詞

査

し

た

と

こ

ろ

、

学

校

の

先

生

に

-―| 
遭 I
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60代

目
上
の
人
に
対
す
る
敬
語
意
識

春
は
敬
語
が
気
に
な
る
季
節

ん

。

春

は

敬

語

が

気

に

な

る

季

節

で

で

は

、

若

い

入

は

敬

語

を

使

お

う

と

い

う

意

識

が

希

薄

に

な

っ

て

い

る

の

か

と

い

う

と

、

そ

う

で

も

な

い

よ

う

で

す

。

敬

語

を

敬

語

た

ら

し

め

る

言

葉

の

原

理

は

何

か

と

考

え

る

と

、

そ

の

表

現

を

使

う

相

予

と

使

わ

な

い

相

手

と

の

〈

落

差

〉

が

あ

る

こ

と

と

言

え

ま

ず

。

敬

語

と

い

う

と

ど

ら

し

て

も

「

使

用

」

に

意

識

が

向

き

が

ち

で

す

が

、

相

手

に

よ

っ

て

は

「

使

わ

な

い

」

こ

と

、

つ

ま

り

使

用

に

落

差

が

あ

り

、

使

い

分

け

が

な

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

重

要

な

ポ

イ

ン

ト

と

な

り

ま

す

図

2
.
3は
、

国

立

国

語

研

究

所

が

一

九

九

0年

に

東

京

部

の

中

学

生

約

二

百

0
0入を
調

査

し

た

結

果

で

す

。

ク

ラ

フ

中

に

示

し

た

自

称

詞

に

つ

い

て

、

六

入

の

相

手

ご

と

に

「

使

う

」

と

回

答

し

た

割

合

を

――5した
も

の

で

す

。

）

「

使

ら

」

の

数

値

は

相

手

に

よ

り

落

差

が

あ

り

、

使

い

分

け

を

し

て

い

る

こ

と

が

よ

く

わ

か

り

ま

す

。

）

つ

ま

り

、

敬

語

の

意

識

は

若

い

人

も

も

っ

て

い

る

と

言

え

ま

す

。

た

だ

、

従

来

の

よ

う

な

敬

意

の

高

い

敬

語

は

必

ず

し

も

必

要

で

は

な

い

と

い

う

意

識

に

変

化

し

て

き

て

い

る

よ

う

で

す

。

（
研
究
開
発
部
門
言
語
生
活
グ
ル
ー
フ
主
任
研
究
員
尾
崎
喜
光
）

敬
語
の
本
質
は
使
用
の
落
差

対

し

一

来

ま

す

か

？

」

お

か

し

く

な

い

と

回

答

し

た

人

の

割

合

は

図

1
の

と

お

り

で

し

た

。

六

0代
で

は

支

持

が

少

な

い

の

に

対

し

、

二

0
代

で

は

約

七

割

が

支

持

し

て

い

ま

す

。

丁

寧

語

す

ら

付

け

な

い

「

来

る

？

」

の

支

持

は

さ

す

が

に

少

な

い

も

の

の

、

若

年

層

に

向

け

て

増

加

傾

向

に

あ

り

、

今

後

の

動

向

が

注

目

さ

れ

ま

す

。
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一

般

的

に

聞

き

取

り

試

験

と

い

う

と

英

語

の

リ

ス

ニ

ン

グ

テ

ス

ト

の

印

象

が

強

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

実

用

英

語

技

能

検

定

や

T
O
E
I
Cでも
お

な

じ

み

で

す

し

、

平

成

一

八

年

度

か

ら

は

大

学

入

試

セ

ン

タ

1
試

験

に

も

導

入

さ

れ

ま

し

た

。

し

か

し

、

外

国

人

に

対

す

る

日

本

語

散

育

や

、

公

立

高

校

入

試

の

国

語

で

も

聞

き

取

り

試

験

は

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

日

本

語

教

育

で

代

表

的

な

試

験

に

、

日

本

語

能

力

試

験

と

日

本

留

学

試

験

が

あ

り

ま

す

。

聞

き

取

り

試

験

は

日

本

語

能

力

試

験

で

は

教

室

を

含

め

た

日

常

生

活

場

面

を

対

象

と

し

て

「

聴

解

」

、

日

本

留

学

試

験

で

は

日

本

の

大

学

等

で

学

ぶ

た

め

に

立

要

な

場

面

を

対

象

と

し

て

「

聴

解

」

「

聴

読

解

」

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

一

方

、

あ

ま

り

知

ら

れ

て

い

な

い

と

言

っ

て

い

い

と

思

う

の

で

す

が

、

八

つ

の

県

で

公

立

高

校

入

試

の

国

語

で

聞

き

取

り

試

験

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

最

も

早

か

っ

た

青

森

県

は

三

0年
近

く

も

煎

の

昭

和

五

四

年

度

入

試

に

「

放

送

に

よ

る

検

査

」

を

国

諾

に

導

入

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、

少

し

期

間

が

空

い

て

沖

縄

燥

（

平

成

六

年

度

入

試

よ

り

）

、

佐

賀

県

（

平

成

七

年

度

入

試

よ

り

）

、

山

口

県

（

平

成

―

一

年

度

入

試

よ

り

）

、

島

根

県

（

平

成

一

五

年

度

入

試

よ

り

）

、

鹿

児

日
本
語
と
国
語
の
聞
き
取
り
試
験

聞
き
取
り
試
験
は
何
を
測
っ
て
い
る
？

島

県

（

平

成

一

六

年

度

入

試

よ

、

岡

山

県

（

平

成

一

八

年

度

入

試

よ

り

）

、

千

葉

県

王

平

成

二

0年

度

入

試

よ

り

）

と

導

入

か

続

い

て

い

ま

す

3

特

に

千

葉

県

で

の

導

入

は

首

都

圏

で

の

初

め

て

の

導

入

と

い

う

こ

と

も

あ

り

、

注

目

度

が

声

向

く

新

聞

各

紙

で

も

報

道

さ

れ

ま

し

た

。

日

本

語

教

育

に

お

け

る

聞

き

取

り

試

験

は

、

外

国

語

と

し

て

の

日

本

語

の

試

験

て

す

の

で

、

日

本

入

か

英

語

の

リ

ス

ニ

ン

グ

テ

ス

ト

を

受

け

る

よ

う

な

も

の

と

思

え

ば

、

そ

れ

ほ

ど

違

和

感

は

な

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

し

か

し

、

国

語

の

聞

き

取

り

試

験

に

つ

い

て

は

、

「

日

本

人

な

ら

日

本

語

を

聞

き

取

れ

る

の

は

当

た

り

前

で

は

な

い

か

」

と

不

思

議

に

思

わ

れ

た

方

も

い

ら

っ

し

ゃ

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

こ

の

こ

と

を

考

え

る

に

は

、

「

日

本

語

を

聞

き

取

れ

る

」

こ

と

が

ど

ら

い

う

こ

と

な

の

か

を

考

え

る

必

要

が

あ

り

、

そ

れ

は

つ

ま

り

「

聞

き

取

り

試

験

は

何

を

測

っ

て

い

る

か

」

を

考

え

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

例

え

ば

、

日

本

語

能

力

試

験

の

「

聴

解

」

は

一

級

で

も

短

い

も

の

な

ら

一

五

〇

字

ほ

ど

、

長

い

も

の

で

も

五

0
0字程度
で

す

。

『

日

本

語

能

力

試

験

出

題

基

準

〔

改

訂

版

〕

』

（

凡

入

社

）

で

は

、

「

聴

解

試

験

で

測

ら

れ

る

も

の

」

と

し

て

、

「

構

文

・

語

彙

の

能

カ

」

「

惰

戟

を

正

確

に

聞

き

取

れ

る

能

力

」

「

聴

解

行

動

能

力

」

を

挙

げ

て

い

ま

す

。

こ

の

う

ち

「

聴

解

行

動

」

は

「

こ

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

行

動

の

そ

し

て

さ

ら

に

広

く

は

課

題

解

決

の

た

め

の

知

的

行

動

の

一

部

」

と

定

義

さ

れ

、

こ

の

定

義

に

基

づ

き

「

学

習

者

が

出

会

う

教

室

を

も

含

め

た

日

常

生

活

の

中

て

の

課

題

」

が

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

れ

に

対

し

て

、

公

立

高

校

入

試

の

聞

き

取

り

試

験

は

非

常

に

多

彩

で

あ

い

、

テ

ー

マ

と

し

て

は

「

修

学

旅

行

に

向

け

て

の

学

年

集

会

（

約

五

五

0字
、

千

葉

県

平

成

二

0年
度

入

試

）

」

、

「

日

本

の

古

代

の

色

に

つ

い

て

の

グ

ル

ー

プ

発

表

（

約

一

0
五

0字
、

青

森

県

平

成

二

0年
度

入

試

こ

の

よ

う

に

、

学

校

場

面

で

実

際

に

聞

く

種

類

の

問

題

も

あ

り

ま

す

し

、

「

短

歌

の

論

評

（

約

八

0
0字、
山

口

県

平

成

二

0

年

度

入

試

）

『

「

外

来

語

に

つ

い

て

の

講

演

（

約

一

五

五

0
字

、

沖

縄

県

平

成

一

九

年

度

入

試

）

」

と

い

っ

た

説

明

文

に

近

い

も

の

も

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

聞

き

取

り

試

験

は

、

比

較

的

問

題

が

長

い

こ

と

も

あ

り

、

メ

モ

を

取

る

能

力

も

問

わ

れ

ま

す

。

ま

た

、

課

題

解

決

と

い

う

よ

り

も

読

解

と

同

じ

く

本

文

に

対

す

る

判

断

力

や

思

考

力

を

測

っ

て

い

る

と

言

え

ま

す

。

つ

ま

り

、

「

日

本

入

な

ら

日

本

語

を

読

み

取

れ

る

の

は

当

た

り

前

」

で

な

い

の

と

同

じ

く

、

「

日

本

入

な

ら

日

本

語

を

聞

き

取

れ

る

の

は

当

た

り

前

」

で

は

な

い

と

言

え

る

で

し

ょ

う

。

（

日

本

語

教

育

基

磐

情

報

セ

ン

タ

ー

評

価

基

準

グ

ル

ー

フ

研

究

員

森

篤
嗣
）
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往
来
物
の
流
れ

明
治
時
代
以
前
の
作
文
教
科
書
は

□
往
来
物
」
と

呼
ば
れ
る
書
簡
の
文
例
集
で
し
た
。
最
古
の
往
来
物

め
い
ご
う
お
う
ら
い

は
一
―
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
『
明
衡
往
来
』
で
す

が
、
内
容
は
平
安
貴
族
の
日
常
生
活
や
儀
式
・
行
事

に
関
す
る
も
の
で
す
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
当
時
の

新
興
勢
力
で
あ
る
武
土
を
対
象
に
し
た
往
来
物
が
主

流
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
な

る
と
庶
民
を
対
象
に
し
た
も
の
が
次
第
に
増
加
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
対
象
の
変
化
は
日
本
に
お

け
る
作
文
教
育
が
上
層
階
級
か
ら
下
層
階
級
へ
と
広

が
っ
て
い
く
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

作
文
型
往
来
物
の
登
場

鎌
倉
時
代
ま
で
の
往
来
物
は
単
な
る
文
例
集
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
注
記
を
施
し
た
、
い
わ

ば
「
書
簡
便
覧
」
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
江
戸
時

代
に
入
っ
て
ま
も
な
く
書
簡
本
文
で
使
用
さ
れ
て
い

る
語
句
の
類
義
語
を
数
多
く
掲
載
す
る
も
の
か
出
版

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
つ
ぎ
の

a

は
『
書
札
調
怯
記
』
（
元
禄
八
年
／
一
六
九
五
）
に
あ
る

年
始
状
の
書
き
出
し
の
文
で
す
。

b
は
そ
の
注
記
、

a
で
使
わ
て
い
る
各
語
句
の
類
義
語
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
類
義
語
と
本
文
の
語
旬
と
を
入
れ
替
え

る
こ
と
に
よ
り
、
意
味
は
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
で
表
現
だ

け
を
変
え
た
多
様
な
文
を
機
械
的
に
作
る
こ
と
か
で

き
ま
す
。
つ
ま
り
‘
b
の
0
の
直
後
に
あ
る
語
句
が

a
で
使
わ
れ
た
語
句
で
す
が
、
そ
れ
を
そ
の
置
唆
の

類
義
語
と
入
九
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

C

の
よ
う

な
別
の
書
簡
文
が
作
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
）
こ
の
こ
と

は
、
従
来
の
「
お
手
本
塁
」
か
ら
、
新
し
い
「
作
文
皇
」

の
往
来
物
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

｀
向
ご
閏
尉
亨
賢
有
応
叩
瓢
二
f
f

□

b
o

エ
句
工
町
工
冑
エ
号
〖
エ
芦
ん
。

ご

き

つ

け

し

上

々

ご

呑

つ

か

上

ご

き

つ

て

う

中

こ

告

つ

け

ん

中

御
吉
慶
御
吉
賀
御
吉
兆
御
吉
験
・
・
・
不
レ

可
芸
冗
際
限
尽
期
際
尽
限
間
：
・

c
改
暦
之
御
吉
賀
不
し
可
孔
尽
期

機
械
的
作
文
シ
ス
テ
ム
の
原
理

理
と
ま
っ
た
く
同
じ

こ
の
年
始
状
の
書
き
出
し
の
一
文
だ
け
で
も
、
各

類
義
語
の
紺
み
合
わ
せ
は
二
八

0
通
り
に
な
り
ま

す
c

b

こ
の
よ
う
な
類
義
語
を
入
れ
替
え
る
だ
け
て
多

様
な
書
簡
文
を
機
械
的
に
作
成
で
き
る
原
理
は
、
現

在
の
数
理
言
語
学
で
考
え
ら
れ
て
い
る
文
の
生
成
原

す
C

そ
こ
で
右
の
書
き
出
し

の
一
文
を
数
理
言
語
学
的
表
現
で
記
述
す
る
と

d
の

よ
う
に
な
り
ま
す
C

な
お
、
、
（
）
内
の
類
義
語
を

分
か
つ
記
号
「
＿
」
は
「
ま
た
は
」
の
意
味
で
す
。

つ
ま
り
、
「
（
）
内
の
類
義
語
の
中
か
ら
―
つ
を
選

ぴ
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

d

（
改
年
一
改
暦
一
改
歳
一
改
頭
＿
新
春
一
新
年
一

新
甫
一
新
暦
一
新
歳
一
新
頭
一
新
正
一
新
肇
一
新

稔
一
暦
頭
一
年
頭
一
年
始
一
年
甫
一
春
甫
＿
春
初

一
初
春
）
之
（
御
吉
慶
一
御
吉
賀
）
不
可
有
（
尽

期
一
際
尽
一
際
限
＿
限
期
一
休
闊
＿
際
涯
一
限

量
）
奉
存
候

て
の
往
来
物

右
の
一
次
元
的
表
現
を
も
っ
と
見
や
す
く
す
る
た

め
こ
二
次
元
的
表
現
に
直
し
の
が
次
の
図
で
す
。

伊
藤
雅
光
）

こ
の
図
は
ど
の
よ
ら
に
し
て
文
が
機
械
的
に
作
ら

九
る
か
と
い
う
、
そ
の
過
程
を
表
し
て
い
ま
す
。
数

蝉
言
語
学
で
は
、
こ
の
よ
う
に
機
械
的
に
作
文
を
す

る
シ
ス
テ
ム
を
、
仮
想
的
な
楔
械
と
み
な
し
て
、
オ
ー

ト
マ
ト
ン
（
自
動
機
械
）
と
呼
び
ま
す
C

そ
の
オ
ー
ト

マ
ト
ン
が
一
七
世
紀
の
日
本
で
、
す
で
に
実
用
的
な

作
文
原
理
と
し
て
確
立
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、

識
字
層
の
ほ
と
ん
ど
が
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
世
界
的
な
水
準
か
ら
見
て
も
特
箪
に
値
す
る
こ

と
思
い
ま
す
し
（
文
献
情
報
グ
ル
ー
フ
畏

と

ー
ト
マ
ト
ン
と

27：臼文化庁月報 2008.7 



第 5回 国立国語研究所
@ R 0 R ⑲幣R ⑬ ⑲零R R ◎岱R R魯⑰ ⑭ ⑮ ⑲ R O ◎ R ②倦③ ⑰ ⑳〇⑰ ⑩ ⑳魯R ⑳ c R R〇零R零睾零慇

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

日
葉
の
裏
に
あ
る
決
ま

い
わ
ゆ
る
「
日
本
語
本
プ
ー
ム
」
は
少
し
落
ち
着

い
て
き
ま
し
た
が
、
言
葉
に
対
す
る
関
心
を
も
つ
方

は
多
い
よ
う
で
す
C

特
に
関
心
が
高
い
の
は
、
自
分

の
使
い
方
が
「
正
し
い
」
か
ど
う
か
、
「
正
し
い
]

の
は
ど
ち
ら
の
使
い
方
か
と
い
う
、
「
正
し
さ
」
に

関
す
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
何

を
も
っ
て
「
正
し
い
」
と
す
る
か
と
い
う
の
は
、
そ

れ
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
正
し
さ
」
を
考
え
る
上
で
ひ
と
つ
の
基
準
と
な

る
も
の
は
辞
書
で
す
。
辞
書
に
戴
っ
て
い
る
か
ら

「
正
し
い
」
、
辞
書
の
説
明
と
一
致
す
る
か
ら
「
正
し

い
」
、
と
い
う
の
は
非
常
に
説
得
力
か
あ
り
ま
す
。

知
ら
な
い
言
葉
の
意
味
を
調
べ
る
と
い
う
機
能
だ
け

で
な
く
、
言
葉
の
一
正
し
さ
」
を
測
る
道
具
と
し
て

も
辞
書
は
開
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
辞
書
に
載
っ
て
い
な
い
し
、
初
め
は
違

和
感
を
感
じ
る
け
れ
ど
も
、
な
ん
と
な
く
あ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

辞
書
に
求
め
る
も
の

う
c

「
肉
を
焼
く
」
に
対
し
て
、
に
十
分
火
が

通
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
「
肉
が
焼
け
た
」
と
言
い

ま
す
。
で
は
、
「
肉
を
炒
め
る
」
の
場
合
は
ど
う
で

し
ょ
f
っ
か
。
ち
ょ
A

う
ど
い
い
言
い
方
が
思
い
つ
か
な

い
と
い
ら
方
と
、
「
肉
が
炒
ま
っ
た
]
と
言
う
と
い

う
方
と
に
分
か
れ
る
の
て
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
c

実
は
こ
の
「
炒
ま
る
」
と
い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
の

辞
書
に
は
訥
っ
て
い
ま
せ
ん
。
辞
書
に
載
っ
て
い
る

か
ど
う
か
で
だ
け
「
正
し
さ
」
を
判
断
す
る
と
し
た

ら
、
「
炒
ま
る
」
は
「
正
し
く
な
い
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
「
炒
ま
る
」
は
使
わ
な
い

と
い
う
方
で
も
、
言
い
た
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
次
の
表
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

ー
，
＇

1

1
ト

三
'
9
:
/」

―

つ

ふ

す

「

ロ

―
.9~ 

す

一

ほ

ぐ

れ

た

□61'
ー

ロ

｀

守

る

一

混

ざ

っ

た

上
下
の
対
応
に
は
い
く
つ
か
の
決
ま
り
が
あ
る
の

か
わ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。
言
薬
に
対
し
て
違
和
感

を
感
じ
る
の
は
、
そ
の
言
葉
自
体
が
見
慣
な
い

用
例
用
法
ク
ル
ー
フ
研
究
員

新
し
い
言
葉
の
生
ま
れ
る
と
こ
ろ

（
聞
き
慣
れ
な
い
）
と
い
う
こ
と
と
、
言
葉
の
裏
に

あ
る
こ
の
よ
う
な
決
ま
り
に
外
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
の
両
方
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
き
ほ
ど
見
た
表
を
考
え
る
と
、
「
揚
げ
る
（
混

ぜ
る
こ
の
場
合
は
、
動
詞
語
幹
の
最
後
の
エ
段
の

音
（
＇
「
揚
げ
」
の
「
げ
」
）
が
ア
段
の
音
（
「
が
」
）
に

変
化
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
決
ま
り
を
号
て
は
め
れ

ば
「
炒
め
る
」
が
二
炒
ま
っ
た
」
に
な
っ
て
も
い
い

よ
う
な
気
か
し
ま
す
。
こ
の
よ
ら
に
「
あ
る
決
ま
り

か
ら
す
る
と
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
に
、
な
ぜ

か
存
在
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
言
語
学
で
は
空
き
間

（
あ
き
ま
）
と
言
い
ま
す
。
「
炒
ま
る
」
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。
も
と
も
と
「
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
」

存
在
な
の
で
、
見
慣
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
違
和
感
は

あ
っ
て
も
、
「
正
し
く
な
い
」
と
は
断
言
し
に
く
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
ま
だ
、
[
¥
が
炒
ま
っ
た
ら
]
の
形
で
の

使
用
が
多
く
、
「
炒
ま
っ
た
尉
」
の
よ
う
な
形
で
の

使
用
は
少
な
い
よ
う
で
す
し
、
十
分
に
市
民
権
を
得

た
言
葉
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
決
ま

り
に
従
っ
て
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
れ
ば
、
違
和
感
を

感
じ
る
人
も
次
第
に
減
っ
て
き
て
、
い
ず
れ
は
「
正

し
い
」
言
業
に
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
仁
―

（
日
本
語
教
育
基
盤
情
報
セ
ン
タ
ー

植
木
正
裕
）
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国
立
国
語
研
究
所
が
構
築
を
進
め
て
い
る
現
代
日

語
種
比
率
の
比
較

語
種
と
は
、
語
を
そ
の
出
自
に
よ
っ
て
分
け
た
種

類
の
こ
と
で
す
。
日
本
語
で
は
一
般
に
、
和
語
・
漢

語
・
外
来
語
と
、
こ
れ
ら
三
種
類
の
う
ち
異
な
る
ニ

種
類
以
上
の
語
が
結
合
し
た
混
種
語
の
四
種
類
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
和
語
は
日
本
固
有
の
語
（
例
コ
休

み
）
、
漢
語
は
近
世
以
前
に
中
国
か
ら
入
っ
た
語

（
例
汀
休
暇
）
、
外
来
語
は
欧
米
の
諸
言
語
か
ら
入
っ

た
語
（
例
ニ
ピ
ー
ル
）
で
す
。
漠
語
・
外
来
語
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
和
製
漢
語
（
例
こ
返
事
）
や
和
製
英

語
（
例
：
ナ
イ
タ
ー
）
も
あ
り
ま
す
。

図 書籍•新聞・白書の語種比率

書籍

新聞

白書

語
種
と
は

0% 20% 40% 60% 80% 

.4% 

100% 

お
わ
り
に

書
き
言
葉
は
、
新
聞
・
書
籍
・
雑
誌
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
媒
体
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
媒
体
の
違
い
に
よ
っ

て
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
に
も
違
い
が
見
ら

れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
の
違
い

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
視
点
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
語
彙
、
そ
の
中
で
も
特
に
語
種
と
い

う
点
か
ら
、
媒
体
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
に

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
見
て
い
き
ま
す
。

本
語
の
書
き
言
葉
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
『
現
代

日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
か
ら
、
平
成
一

三
年
i
一
七
年
の
五
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
・
新

聞
の
二
つ
の
媒
体
の
デ
ー
タ
と
政
府
刊
行
白
書
の

デ
ー
タ
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
種
比
率
を
比

較
し
ま
す
。
な
お
集
計
に
当
た
っ
て
は
、
人
名
・
地

名
な
ど
の
固
有
名
詞
や
助
詞
・
助
動
詞
、
数
詞
を
除

き
、
い
わ
ゆ
る
一
般
語
に
対
象
を
限
定
し
ま
し
た
。

書
籍
・
新
聞
・
白
書
の
語
種
比
率
を
グ
ラ
フ
に
示

今
回
、
語
種
比
率
の
調
査
に
使
っ
た
『
現
代
日
本

語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
は
、
平
成
二
二
年
度

末
の
完
成
を
目
指
し
て
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
完

成
す
る
と
約
一
億
語
と
い
う
大
規
模
な
デ
ー
タ
と
な

り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
パ
ス
に
は
語
種
の
ほ
か
品
詞
な

ど
、
国
語
の
研
究
に
必
要
な
様
々
な
情
報
を
付
与
し

ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
使
っ
て
媒
体
ご
と

の
言
葉
の
特
徴
な
ど
を
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
研
究
開
発
部
門
言
語
資
源
グ
ル
ー
プ
研
究
員

小
椋
秀
樹
）

し
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
書
籍
の
和
語
の
割

合
が
六
割
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
、
新
聞
は
三

七
％
、
白
書
は
さ
ら
に
低
く
二
八
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
漢
語
の
割
合
を
見
る
と
、
書
籍
は

三
割
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
新
聞
は
半

数
を
超
え
約
五
五
％
、
白
書
は
さ
ら
に
そ
れ
を
一

0
％
程
度
上
回
り
約
六
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外

来
語
は
、
書
籍
・
白
書
が
共
に
三
・
八
％
で
あ
る
の

に
対
し
、
新
聞
は
約
二
％
高
い
五
・
六
％
で
す
。

書
籍
が
和
語
を
主
体
と
し
た
表
現
で
あ
る
の
に
対

し
、
新
聞
・
白
書
は
漢
語
を
主
体
と
し
た
表
現
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
新
聞
に
は
見
出
し
を
中
心

に
「
履
歴
管
理
制
度
、
食
品
全
般
に
拡
大
」
「
消
費

者
行
政
強
化
」
の
よ
う
に
漢
語
を
用
い
た
表
現
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
白
書
は
各
省
庁
の
年
次
報
告

と
い
う
性
質
上
、
法
律
用
語
や
行
政
の
専
門
用
語
が

多
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
新
聞
・
白

書
に
お
け
る
漢
語
の
比
率
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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白
書
は
長
い

し
ょ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
省
庁
か
ら
刊
行
さ
れ
る
白
書
C

こ
れ

ら
を
見
て
共
通
し
て
思
う
こ
と
か
あ
り
ま
す
心
）
そ
れ

は
「
漢
字
が
多
く
て
紙
面
が
黒
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
本
当
に
白
書
に
は
漢
字
が
多
い
の
で
し
ょ
う

か
。
書
籍
（
文
学
）
と
比
べ
て

し
、
技
の
練
磨
向
上
と
伝
承
者
の
養
成
の
た
め
の

別
助
成
金
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
保
持
者
又
は
保

持
団
体
等
か
行
ら
伝
承
者
要
請
事
業
に
対
し
補
助

を
行
っ
い
る
。

右
隣
に
寝
て
い
る
娘
の
横
顔
を
半
身
の

な
が
ら
話
し
か
け
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
三

宝
は
ス
1

ー
ス
ー
と
軽
い
寝
息
を
た
て
て
い
る
C

軽
く

開

い

、

ま

だ

あ

ど

け

な

さ

が

残

っ

て

い

る

。

《

高

山

路

爛

『

わ

や

ま

ず

』

》

確
か
に
白
書

調
査
し

字
が
用
い
ら
れ

口
元

の
漢

で
見

は
漢
字
が
多
そ
う
に
見
え
ま
す
。

と
こ
ろ
、

白
書
で
は
文
学
の
約
二

、

、

こ

。

'
>
ま
し
t

上
で
引
用
し
た
例
を
見
て
す
ぐ
に
気
付
く
特
徴
が

も
う
―
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
白
書
は
一
文
が
長
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
引
用
し
た
部
分
の
文
字
数
は
ほ

ぽ
同
じ
で
す
が
、
文
学
は
一
『
文
で
構
成
さ
九
て
い
る

の
に
対
し
、
白
書
は
全
体
で
二
入
で
す
。
調
査
べ

は
、
の
文
の
長
さ
は
文
学
の
約
二
倍
し
た
[

-
―
年
度
『
我
が
国
の

ジ

白
書
は
黒
い

白
書
の
文
体

こ
れ
ら
の
差
は
、
白
書
と
文
学
の
文
体
の
差
と
考

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
＇
）
例
え
ば
白
書
に
漢
字
が
多

い
の
も
、
漠
字
の
熟
語
を
複
雑
に
組
み
立
て
る
よ
う

な
文
章
が
多
い
こ
と
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
当
に
白
書
や
文
学
に
固
有
の
文
体
と
い
っ
た
も

の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
確
か
め
る

た
め
に
、
文
の
長
さ
や
名
詞
を
含
む
比
率
な
ど
、
文

体
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
―
二
の
特
徴
を
用
い

て
、
白
書
、
文
学
、
新
聞
（
各
五

0
0
サ
ン
プ
ル
）

を
対
象
に
、
各
サ
ン
プ
ル
の
グ
ル
ー
プ
を
推
定
す
る

モ
テ
ル
を
作
り
ま
し
た
。
分
析
法
は
線
形
判
別
分
析

と
い
う
も
の
で
す
゜
そ
の
結
果
、
九
五
％
と
い
う
高

い
確
率
で
各
サ
ン
プ
ル
の
グ
ル
ー
プ
を
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
モ
デ
ル
に
従
っ
て
推
定
し
た
結

果
を
上
図
に
示
し
ま
す
。

図
か
ら
、
文
学
に
属
す
る
サ
ン
プ
ル
は
左
上
、
祈

聞
は
中
央
下
、
白
書
は
右
上
に
集
中
し
て
分
布
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
共
通
し
た
文
の
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
図
か
ら
、
文
学
と
白
書
が
か
な
り
異
な
る

特
徴
を
有
し
、
祈
聞
が
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と

も
見
て
と
れ
ま
す
。

白
書
は
黒
い
。
こ
の
程
度
の
印
象
で
開
始
し
た

分
析
で
す
が
、
白
書
が
小
説
や
新
聞
と
は
か
な
り
異

な
る
文
章
だ
と
い
A

つ
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

（
国
立
国
語
研
究
所
研
究
開
発
部
門
研
究
員
小
磯
花
絵
）
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あ
る
謝
罪
会
見
で

二
0
0
六
年
一
月
、
あ
る
大
手
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン

が
条
例
等
を
無
視
し
て
建
築
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が

発
覚
し
ま
し
た
。
批
判
を
浴
び
た
こ
の
チ
ュ
ー
ン
の

社
長
は
、
翌
月
六
日
謝
罪
会
見
を
行
い
、
次
の
よ
う

な
ざ
ん
げ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

二
本
当
に
、
て
い
た
ら
く
な
自
分
だ
と
思
っ
て

ま
す
」

「
て
い
た
ら
く
」
と
い
う
語
は
「
体
た
り
」
の
ク

語
法
（
主
に
奈
良
時
代
に
行
わ
九
た
、
活
用
語
に

「
ク
」
が
付
い
て
「
（
）
す
る
こ
と
」
と
い
A

つ
名
詞
句
を

作
る
語
法
）
が
語
雁
て
、
本
来
は
〈
様
子
、
状
態
〉

と
い
う
意
味
で
す
。
今
日
で
は
、

。
そ
う
い
っ
た
学
習
態
度
の
た
め
成
績
は
た
ち
ま

ち
下
落
し
、
卒
業
時
に
は
四
百
数
十
入
中
、
ビ
リ

か
ら
数
入
目
と
い
う
体
た
ら
く
で
し
た
。
（
森
沢

洋
介
『
英
語
上
達
完
全
マ
ソ
プ
』
ペ
レ
出
版
）

の
よ
う
に
〈
好
ま
し
く
な
い
様
子
、
状
態
〉
を
指
し

て
使
い
ま
す
e

.

こ
の
社
長
が
使
っ
た
「
て
い
た
ら
く
な
」
と
い
ら

形
は
形
容
動
詞
「
て
い
た
ら
く
だ
」
の
連
体
形
で
、

〈
ダ
メ
な
〉
〈
情
け
な
い
〉
と
い
う
意
味
と
思
わ
れ
ま

辞
書
に
な
い
使
い
方

す
が
、
現
行
の
国
語
辞
書
は
，
／
い
た
ら
く
”
'
に
形

容
動
詞
と
し
て
の
用
法
は
認
め
ず
、
そ
の
よ
う
な
意

味
も
載
せ
て
い
ま
せ
ん
。

い
た
ら
く
な
」
、
さ

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「

ら
に
：
グ
メ
さ
加
減
〉
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
「

い
た
ら
く
ぶ
り
」
と
い
っ
た
、
辞
書
に
な
い
使
い
方

の
例
は
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
の
て
す
。

・
早
稲
田
大
学
を
留
年
し
、
卒
業
式
に
も
出
て
い

な
い
体
た
ら
く
な
人
間
だ
か
ら
だ
。
（
江
上
剛

「
街
か
と
経
済
散
歩
」
『
朝
日
新
聞
｀
東
京
本
社

版
）
』
口

0
0
八
年
三
月
一
九
日
付
朝
刊
）

•
こ
ん
な
て
い
た
ら
く
な
自
分
と
い
う
も
の
を
、

自
分
な
り
に
分
析
し
て
み
る
に
、
二
泡
田
周

『
老
い
ぽ
れ
ペ
ン
キ
屋
の
ゴ
タ
ク
』
文
芸
社
）

•
そ
ん
な
体
た
ら
く
ぶ
り
が
の
ひ
太
だ
け
を
苦
し

め
て
い
る
の
な
ら
、
ま
あ
自
己
哀
任
と
も
い
え

る
。
（
横
山
泰
行
『
ド
ラ
え
も
ん
学
』
P
H
P

研
究
所
）

：
後
継
批
代
の
体
た
ら
く
ぶ
り
に
「
我
々
の
世
代

で
抵
直
し
を
」
と
の
思
い
を
強
め
た
そ
う
だ
。

(
「
緩
話
急
題
」
『
読
売
新
聞
（
東
京
本
杜
版
ー
』

I 

い
た
ら

の
運
命

二

0uo八
年
一
月
二
二
日
付
朝
刊
）

な
ぜ
こ
の
よ
ら
な
使
い
方
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

の
で
し
ょ
う
か
し
そ
の
背
景
に
は
、
煎
述
の
よ
う

な
語
渥
が
現
代
人
に
は
意
識
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
’
9
停
滞
’
プ
雇
恥
落
ク
こ
た
ら
た
ら
グ
、
堕

洛
ク
。
と
い
っ
た
音
の
近
い
語
に
引
か
れ
て
、
「
と
に

か
く
ダ
メ
で
レ
ベ
ル
が
低
く
て
だ
ら
し
な
い
、
と
い

う
こ
と
な
ん
だ
」
と
い
う
意
味
解
釈
を
す
る
人
が
増

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

れ
で
は
「
て
い
た
ら
く
」
は
今
後
そ
の
よ
う
な

意
味
u

用
法
で
使
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
と

い
う
と
、
そ
う
と
も
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
二

0
0
六

年
六
月
に
都
内
の
あ
る
私
立
大
学
の
学
生
一
三
二
名

を
対
象
に
こ
の
語
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
（
＇
卜
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
約
一
割
に

あ
た
る
―
二
名
が
、
・
「
こ
の
言
葉
自
体
き
い
た
事
が

な
い
」
「
初
め
て
見
ま
し
た
」
の
よ
う
に
書
い
て
き

た
の
で
す
。
正
直
に
そ
う
書
か
な
か
っ
た
学
生
も
少

な
か
ら
ず
い
る
と
思
わ
れ
、
意
味
・
用
法
以
前
に

「
て
い
た
ら
く
」
と
い
う
語
自
体
を
知
ら
な
い
若
年

層
が
顛
視
で
き
な
い
率
で
存
在
す
る
こ
と
は
確
実
で

す
。
そ
う
な
る
と
今
悛
こ
の
語
は
次
第
に
使
わ
れ
な

く
な
り
、
何
十
年
か
後
に
は
「
死
語
」
と
な
っ
て
し

ま
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
情
報
資
料
部
門
文
献
情
報
グ
ル
ー
フ
主
任
研
究
員

新
野
直
哉
）
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「
外
来
語
が
増
え
て
い
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
こ
こ
一

0
年
の
新
聞
の
語
彙
調
査
で
は
、
外
来

語
の
比
率
は
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
和

語
や
漢
語
に
比
べ
、
外
来
語
は
語
の
~
入
れ
替
わ
り
が

多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
増
え

る
外
来
語
が
多
く
あ
る
一
方
、
減
る
も
の
も
多
い
と

い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

そ
の
姿
を
「
新
聞
コ
ー
パ
ス
」
て
探
り
ま
す
。
偏

日
新
聞
と
読
売
新
聞
の
一
四
年
分
の
記
事
デ
ー
タ
を

用
い
、
外
来
語
の
出
現
率
の
誰
移
を
調
査
し
ま
し

図
1

は
、
に
企
業
の
法
令
遵
守
の
こ
と
を
言

う
一
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ア
ン
ス
」
が
右
肩
上
が
り
に
増
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
面
図
の
出
現
率
は
一
〇

0
万
分
の
一
の
表
示
C

以
下
同
様
）
。
一
方
、
図
2乙
で

は
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
が
ほ
ぼ
一
直
線
に
減
っ
て
い

ま
す
~
。
「
合
意
」
や
一
総
意
」
と
い
っ
た
従
来
か
ら

あ
る
表
現
の
使
用
に
戻
っ
て
い
っ
て
い
る
た
め
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
増
え
る
外
来
語
が
あ

る
一
方
、
減
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
灯
ま
す
。

・
つ
ま
り
、
外
来
諸
は
、
単
純
に
増
大
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
社
会
の
動
き
や
入
々
の
関
心
を
受
け
、
時

の
流
れ
に
つ
れ
て
大
き
く
そ
の
様
柑
を
変
化
さ
せ
て

い
る
こ
と
が
「
新
聞
コ
ー
パ
ス
」
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

国
立
国
語
研
究
所
が
現

在
構
築
中
の
『
現
代
日
本

語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ

ス
』
に
は
、
書
籍
や
雑
誌

な
ど
が
広
く
収
録
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
は
さ
ら
に
多

様
な
外
来
語
の
姿
を
探
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
へ
＞

（
研
究
開
発
部
門
言
語
資
源
グ

ル
ー
プ
研
究
員
柏
野
和
佳
子
）

様
相
変
化
の
大
き
い
外
来
語

出
現
率
が
増
え
る
外
来
語
、

減
る
外
来
語

外
来
語
は
増
え
て
い
る
？

。
対
象
は
、

い
換
え
提
案

国
立
国
語
研
究
所
が

扱
っ
語
て
す
。

：
外
来
語
一
言

調
査
結
果
の
う
ち
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
、

短
期
間
の
う
ち
に
増
加
と
減
少
の
局
面
を
見
せ
「
山

翌
」
の
グ
ラ
フ
に
な
る
も
の
で
し
た
。
図
3
で
は
「
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」
か
九
四
年
ま
で
に
一
気
に
増
え
た

後
に
大
き
く
減
っ
て
い
ま
す
。
祈
聞
で
は
ニ
ュ
ー
ス

性
が
な
く
な
る
と
使
用
が
減
る
よ
う
で
す
。
図

4
で

は
＂
同
じ
く
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
が
増
え

た
後
に
減
っ
て
い
っ
て
い
ま
す
e

こ
ち
ら
は
徐
々
に

「
説
明
責
任
」
と
し
て
言
い
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
増

え
て
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出
現
率
が
短
期
間
に
増
え
て
減
る
外
来
語
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日
常
会
話
で
の
省
略

人
と
話
を
す
る
と
き
に
、
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な

形
で
言
葉
を
省
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
一
東
京
大

学
」
を
「
東
大
」
と
略
し
た
り
、
「
あ
っ
、
こ
の
店
、

行
っ
た
こ
と
あ
る
」
の
よ
う
に
主
語
や
助
詞
を
入
れ

な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
＇

そ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
例
も
耳
に
し
ま
す
。

工
次
は
い
よ
い
よ
最
終
回
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

こ。
・
（

②
せ
っ
か
く
で
す
が
、
そ
の
日
は
ち
ょ
っ
と
予
定

が
詰
ま
っ
て
お
り
ま
し
て
：
．
o

話
し
手
は
、
な
ぜ
す
べ
て
を
言
わ
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
言
葉
を
省
く
こ
と
て
何
が
起
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

省
略
の
効
用

言
葉
を
省
略
す
る
―
つ
の
理
由
は
、
言
わ
な
く
て

も
わ
か
る
部
分
は
言
わ
ず
に
、
●
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
効
率
的
に
行
う
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

結
果
、
と
き
に
は
、
き
び
き
び
し
た
リ
ズ
ム
の
良
い

口
調
が
生
ま
れ
ま
す
。
前
記
の
エ
な
ど
は
そ
の
例
で

す
。
（
の
代
わ
り
に
、
「
次
は
い
よ
い
よ
最
終
回
で

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
」
と

言
っ
た
と
し
た
ら
、
リ
ズ
ム
や
テ
ン
ポ
の
良
さ
が
そ

が
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

省
略
が
な
さ
れ
る
も
う
―
つ
の
理
由
と
し
て
は
、

言
い
に
く
い
部
分
を
言
わ
ず
に
す
ま
す
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
人
に
反
論
し
た
り
、
不
満

を
述
べ
た
り
す
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
反
論
や
不
満

を
明
言
す
る
部
分
は
言
わ
な
い
で
お
く
こ
と
も
多
い

の
て
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
前
記
の

5
で
は
、
誘
い

を
断
る
際
に
言
い
さ
し
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
、

「
無
理
で
す
」
や
「
行
け
ま
せ
ん
」
な
ど
の
拒
絶
の

言
葉
を
発
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
が
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
ゃ
丁
重
さ
を
表
す
と
い

う
効
果
に
結
ぴ
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
、
言
葉
を
省
略
し
た
発
話

は
、
言
い
方
に
よ
っ
て
、
テ
ン
ポ
の
良
さ
[
惣

縮
や
配
慮
の
表
現
に
も
つ
な
が
り
碍
ま
す
C

省
か
れ
た
こ
と
の
復
元

た
だ
し
、
省
略
で
は
、
何
か
が
省
か
れ
た
こ
と
に

相
手
が
気
づ
き
、
そ
の
省
か
れ
た
部
分
を
復
元
し
て

理
解
し
て
く
れ
な
い
と
、
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
ま
ま

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

次
の
例
で
は
、

B
が
最
後
ま
で
言
わ
な
か
っ
た
こ

と
を

A
が
引
き
取
っ
て
代
わ
り
に
言
っ
て
い
ま
す
。

①

A

[

最
近
、
仕
事
の
調
了
は
ど
う
？
．

B

]

い
や
あ
、
も
う
あ
い
か
わ
ら
ず
。

e

や
」
ノ
、
よ

n
o

A
：
↑
ー
し
カ

B

]

う
ん
、
な
ん
だ
か
ん
だ
と
ね
え
。

（
研
究
開
発
部
門
主
圧
研
究
員

熊
谷
智
子
）

こ
こ
で
は
、

A
が
B
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を

察
し
て
、
「
忙
し
い
か
」
と
代
わ
り
に
述
べ
て
い
ま

す
。
対
面
状
況
や
電
話
で
、
じ
か
に
話
を
し
て
い
れ

ば
、
言
葉
を
省
略
し
て
も
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
復
元

さ
れ
、
理
解
さ
れ
た
か
ど
う
か
，
｀
相
手
の
応
答
や
反

応
を
と
お
し
て
そ
の
場
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

T
9
 前
記
の

5
の
よ
う
な
場
合
も
、
省
略
邪
分
を
相
手

に
察
し
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
断
り
の
意
図
が
通
じ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
談
話
で
は
言
葉
で
す
べ
て

を
言
わ
な
く
て
も
、
声
の
調
子
や
（
対
面
し
て
い
れ

ば
）
顔
の
表
情
な
ど
も
使
っ
て
、
そ
れ
が
断
り
、
す

な
わ
ち
相
手
の
意
向
に
添
え
な
い
こ
と
の
表
明
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
手
紙
や
メ
ー

ル
な
ど
、
書
く
こ
と
に
よ
る
伝
達
に
は
な
い
強
み
と

い
え
ま
す
。

話
し
手
の
省
略
し
た
こ
と
を
復
元
す
る
と
き
に

は
、
聞
き
手
は
気
づ
い
た
り
察
し
た
り
と
、
普
通
に

口
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
た
だ
聞
き
取
る
と
き
よ
り
も

能
動
的
に
相
手
の
発
話
に
か
か
わ
り
合
ら
こ
と
に
な

り
ま
す
。
①
で
、
二
人
が
共
同
し
て
―
つ
の
発
言
を

完
成
さ
せ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
端
的
な
例
で

す
。
会
話
は
つ
ね
に
話
し
手
と
聞
き
手
の
共
同
作
業

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
話
し
手
が
省
略
し
た
こ

と
を
聞
き
手
が
察
し
て
受
け
取
る
と
き
に
は
、
そ
の

共
同
作
業
が
よ
り
明
ら
か
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で

す。 話
し
手
と
聞
き
手
の
共
同
作
業

29 2009。1
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た
約
束
を
守
れ
な
か
っ
た
外
国
人
の
友
入
が
、
謝
り

つ
つ
、
約
束
を
守
れ
な
か
っ
た
理
田
を
詳
し
く
説
明

し
始
め
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？
墨
一
般
に

日
本
で
は
、
「
言
い
訳
」
は
よ
く
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
人
な
ら
誰
で
も
、
こ
う
し

い
訳
」
に
対
し
て
悪
い
印
象
を
も
っ
て
し
ま

う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
外
国
入
の
、
日

本
語
に
よ
る
言
語
行
動
に
対
し
、
一
般
の
日
本
入
は

ど
の
よ
う
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
見
る
た

め
、
以
下
の
よ
う
な
調
査
を
実
施
し
て
み
ま
し
た
。

調
査
の
概
要

ま
ず
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
外
国
人
に
、
同

じ
課
題
で
日
本
語
の
文
章
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
課
題
と
は
、
「
隣
に
住
ん
で
い
る
日
本
入

か
ら
、
『
あ
な
た
は
夜
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
る
よ
う
だ

が
、
こ
の
町
で
は
ゴ
ミ
は
朝
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
夜
に
は
捨
て
な
い
で
ほ
し
い
』
と
い
う

手
紙
を
も
ら
っ
た
。
こ
の
手
紙
に
対
し
、
日
本
語
で

返
事
を
書
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

は
じ
め
に

次
に
、
こ
れ
ら
の
文
章
の
中
か
ら
一

0
編
を
選

び
、
一
般
日
本
入
八
入
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
、
一
番

感
じ
が
い
い
も
の
か
ら
悪
い
も
の
ま
で
順
位
を
付
け

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
作
業
中
に
感
じ
た
こ
と
は

で
き
る
だ
け
口
に
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
鐸
音
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
作
業
の
後
で
、
順
位
付
け
の
理
由

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

作
業
中
の
発
話
、
お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
は

文
字
化
し
、
文
章
中
の
ど
の
部
分
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
の
か
を
確
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
部
分

を
プ
ラ
ス
に
評
価
し
て
い
る
か
、
マ
イ
ナ
ス
に
評
価

し
て
い
る
か
を
見

分
析
の
結
果

し
な
く
な
る
の

い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
評
価
に
は
予
想
以
上
の
個
入
差
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
一

0
編
の
文
章
の
中
で
、
四
入
以
上

が
言
及
し
た
箇
所
は
二
七
か
所
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
う
ち
全
員
か
プ
ラ
ス
評
価
、
あ
る
い
は
マ
イ
ナ
ス

評
価
で
一
致
し
た
箇
所
は
八
か
所
だ
け
で
し
た
。
他

の
一
九
箇
所
に
つ
い
て
は
、
人
に
よ
っ
て
評
価
の
方

向
性
さ
え
一
致
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
u

で
は
、
ど
う
い
う
場
合
に
評
価
の
方
向
性
が
一
致

。
今
回
の
躙
査
は
、

一
よ

~
 

宇
佐
美
洋
）

ま
ず
「
相
手
の
要
求
に
従
え
な
い
理
由
を
説
明
し
て

い
る
箇
所
」
に
お
い
て
評
価
の
不
一
致
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
「
引
越
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
こ
の
町
で
コ

三
が
朝
出
す
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
芍
い
」
と
い

う
よ
う
な
箇
所
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
分
析
す
る

と
、
こ
う
し
た
「
説
明
」
に
「
言
い
訳
が
ま
し
さ
」

を
感
じ
る
人
が
い
る
反
面
、
「
率
直
さ
」
を
感
じ
、

む
し
ろ
好
印
象
を
も
っ
て
い
る
入
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
「
相
手
の
要
求
に
従
え
な
い
代
わ
り
に
新

し
い
提
案
を
し
て
い
る
」
と
い
う
箇
所
に
つ
い
て
も

評
価
は
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
夜
に
ゴ

ミ
を
出
す
代
わ
り
に
、
「
私
の
コ
ミ
は
鉄
の
桶
み
た

い
の
に
入
っ
て
捨
て
る
の
は
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う

か
」
と
提
案
す
る
よ
う
な
箇
所
で
す
。
要
求
に
従
わ

な
い
こ
と
を
低
く
評
価
す
る
入
が
い
る
一
方
で
、

「
自
分
の
頸
で
考
え
て
解
決
策
を
提
示
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
に
新
鮮
さ
を
感
じ
、
高
く
評
価
す
る
入

も
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
ら
に
、
同
じ
場
面
で
同
じ
言
語
行
動
に
接

し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
は
人
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
自

分
の
評
価
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
心
に
留
め
て
お
く
こ
と
は
、
柔
軟
な
態
度
で
他
者

と
の
お
付
き
合
い
を
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
手
助

け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
日
本
語
敦
育
基
盤
情
報
セ
ン
タ
ー
評
価
基
準
グ
ル
ー
フ
長
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国
立
国
語
研
究
所
で
は
、
昭
和
二
三
年
の
創
立
以

来
、
各
地
で
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
扱

う
テ
ー
マ
も
、
日
々
の
言
語
活
動
、
共
通
語
化
、
方

言
、
敬
語
、
大
都
市
に
お
け
る
言
語
使
用
、
言
語
行

動
の
日
独
比
較
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
平
成

二
0
年
で
創
立
六

0
周
年
を
迎
え
た
国
立
国
語
研
究

所
に
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
活
動
で
培
わ
れ
た
知
見
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

平
成
二

0
年
―
一
月
、
愛
知
県
岡
崎
市
で
敬
語
と

敬
語
意
識
に
関
す
る
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
、
昭
和
二
八
年
、
昭
和
四
七
年
に
実
施
さ

れ
た
調
査
の
三
回
目
の
調
査
で
す
。
調
査
で
は
、
無

作
為
に
抽
出
さ
れ
た
岡
崎
市
民
と
こ
れ
ま
で
の
二
回

の
調
査
で
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
岡
崎
市
民
が
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
前
者
に
は
調
査
が
行
わ
れ
た
時
点

で
の
岡
崎
市
全
体
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
、
後
者

に
は
個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
三
五
年
、
五
五
年
に
渡
る
変

化
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
目

的
が
あ
り
ま
す
。
―
一
月
の
調
査
で
は
、
約
三

0
名

の
調
査
員
が
回
答
を
お
願
い
し
た
方
の
お
宅
に
直
接

う
か
が
い
、
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
岡
崎
市
民
か
ら
の
協
力
を
得
る

段
階
で
、
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
」
や
「
振
り
込
め

謝礼品として配ったチェコ製の鉛筆

f、ロ

9
↑
,
9
 .
.
 ,
'
9
9
9
9
9
9
9
 

;
~
,
9
'
,
9
,
:
'

i
,
、

9

詐
欺
」
な
ど
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
昨
今
の
治
安
問
題
か
ら
強
い
警
戒
心

を
持
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ

も
現
在
の
言
語
生
活
な
ら
で
は
の
特
徴
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
調
査
実
施
期
間
中
、
実
に
多
く
の
岡
崎
市
民
が

調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
最
大
の
収
穫

で
す
。
前
回
（
昭
和
四
七
年
）
の
調
査
か
ら
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
の
中
に
は
、
前
回
と
同
じ
調

査
員
が
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
調
査
し

員
も
調
査
協
力
者

も
三
五
年
ぶ
り
の

再
会
で
す
。
こ
の

よ
う
な
形
で
収
集

さ
れ
る
デ
ー
タ

は
、
国
立
国
語
研

究
所
に
蓄
積
さ
れ

て
い
る
研
究
資
料

の
中
で
も
、
大
変

貴
重
な
も
の
に
な

り
ま
す
。

こ
こ
で
、
前
回
の
調
査
か
ら
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
方
へ
の
調
査
が
終

了
し
た
時
に
、
「
三
五
年
前
の
調
査
の
と
き
に
も

ら
っ
た
も
の
だ
」
と
言
っ
て
、
前
回
調
査
時
の
調
査

依
頼
状
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
謝
礼

と
し
て
受
け
取
っ
た
チ
ェ
コ
製
の
鉛
筆
（
写
真
）
も

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
三
五
年
ぶ
り
に
使
う
」
と

言
っ
て
、
嬉
し
そ
う
に
そ
の
鉛
筆
を
手
に
し
た
そ
の

方
の
姿
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
方
は
、
前

回
の
調
査
時
の
こ
と
に
つ
い
て
、
録
音
機
材
の
大
き

さ
、
調
査
内
容
に
つ
い
て
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
調
査
員
の
名
前
や
服

装
も
覚
え
て
い
た
の
で
す
。

調
査
全
体
か
ら
見
る
と
、
こ
の
方
の
よ
う
に
、
前

回
調
査
の
こ
と
を
克
明
に
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

は
、
実
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
長
い
期
間
を

か
け
て
一
定
の
事
象
を
見
続
け
る
こ
と
は
、
国
立
国

語
研
究
所
に
し
か
で
き
な
い
研
究
課
題
で
す
。
時
間

を
か
け
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
言
語
事
象
は
、
実

に
多
い
の
で
す
。

な
お
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
方
が
覚
え
て
い
る
と

言
っ
た
調
査
員
は
、
私
の
父
親
と
ほ
ぼ
同
じ
年
で

す
。
国
立
国
語
研
究
所
が
行
っ
て
き
た
言
語
調
査
の

技
法
も
、
現
在
の
国
立
国
語
研
究
所
に
は
し
っ
か
り

と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
一
―
月
に
岡

崎
市
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
言
語
生
活
研
究
が
継
続
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

（
研
究
開
発
部
門
言
語
生
活
グ
ル
ー
プ
研
究
員

朝
日
祥
之
）
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